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論文掲載 

【本研究成果のポイント】 

日本の健康な中高年者において、女性では歯の本数とパン類摂取の間に正の関連、

男性では歯の本数とビタミン D や魚介類の摂取の間に負の関連があることが明らか

になりました。 

 

【概要】 

広島大学大学院医系科学研究科の浅枝麻夢可研究員、内藤真理子教授、名古屋大学

大学院医学系研究科の若井建志教授らによる研究グループは、日本多施設共同コホー

ト研究（静岡地区および大幸研究）のデータを使用し、35-69 歳の健康な男女を対象

に、歯の本数と栄養素・食品群別摂取量との関連を明らかにしました。 

 本研究結果は、「Journal of Oral Rehabilitation」に令和 7 年 5 月 19 日付でオ

ンライン掲載されました。 
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歯の本数が栄養摂取に影響を与えることが判明 

～口腔健康の維持が健康的な食生活を支える～ 
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【背景】 

歯の喪失は咀嚼機能を低下させ、食べられる食品の種類が限られることで、栄養摂

取に影響を及ぼします。これまでにも歯と食事に関する研究は多く行われてきました

が、歯科医療システムと食文化は時代とともに劇的に変化し、歯と栄養摂取の関係も

変化しました。例えば、1990 年代までは、歯の健康状態が悪くなるとエネルギー摂

取不足に陥りやすいと考えられていましたが、最近の研究では、歯の健康状態が悪く

なると、むしろエネルギーや脂肪の多い食事の摂取が増え、肥満につながることが明

らかになっています。 

これまで先行研究の多くは高齢者を対象としており、働き盛りの中高年層を対象と

した報告はほとんどありませんでした。さらに、糖尿病などの疾患を患っている方は、

栄養療法を推奨されていることが多く、継続的に食事に気を配っている可能性が高い

ため、栄養との関連を評価する際に影響を受ける可能性があります。 

そこで本研究では、がん・心疾患・脳卒中・糖尿病の病歴がない日本人中高年層を

対象に、歯の本数と栄養素・食品群別摂取量との関連を調査しました。 

 

 

 

 



【研究成果の内容】 

●本研究のデータは日本多施設共同コホート研究（J-MICC study）の一部である静

岡研究と大幸研究の 2006 年 1 月から 2010 年 5 月までに実施されたベースラ

イン調査のデータを解析しました。 

●食事の評価は、食物摂取頻度質問票（Food Frequency Questionnaire: FFQ）短

縮版を使用し、過去 1 年間に 46 種類の食品・飲料を、どの程度の頻度で摂取した

かについて回答してもらいました。回答結果から、総エネルギー摂取量および 25

種類の栄養素*摂取量と 19 種類の食品群**別摂取量を算出して、解析には総エネル

ギー摂取量 1,000kcal あたりの数値を使用しました。 

*25 種類の栄養素…タンパク質、脂質、炭水化物、ナトリウム、カリウム、カルシ

ウム、鉄、カロテン、レチノール、ビタミン D、E、B1、B2、C、葉酸、飽和脂肪

酸、一価不飽和脂肪酸、多価不飽和脂肪酸、n-3 系多価不飽和脂肪酸、n-6 系多価

不飽和脂肪酸、n-3 系高度不飽和脂肪酸、コレステロール、水溶性食物繊維、不溶

性食物繊維、総食物繊維 

**19 種類の食品群…米、パン類、麺類、いも類、菓子類、油脂類、豆類、魚介類、

肉類、卵、牛乳・乳製品、緑黄色野菜、その他の野菜、果物、きのこ類、海藻類、ア

ルコール飲料、コーヒー、緑茶 

●解析対象者は 8,912 人で、男性 4,139 人、女性 4,773 人、年齢はそれぞれ 52.2

±9.1 歳、51.2±9.8 歳で、いずれも 50 代がピークでした。 

●歯の本数を 0 本、1～19 本、20～27 本、28～32 本の 4 群に分類し、男女別に

解析したところ、男女ともに、歯を 20～27 本有している者の割合が最も高く、無

歯顎の割合が最も低い結果となりました。 

●対象者の背景（年齢、総エネルギー摂取量、地域、喫煙歴、BMI、身体活動量、就業

状況、教育レベル）を調整後、歯の本数と栄養素・食品群別摂取量との関連を解析

したところ、男性ではビタミン D、n-3 系高度不飽和脂肪酸、魚介類と負の相関関

係が（p  = 0.026, 0.021, 0.041）、女性ではパン類の摂取量と正の相関関係が認

められました（p  = 0.048）。 

 

  
 



  
 

 

【今後の展開】 

 本研究の結果、日本の健康な中高年者において、女性では歯の本数とパン類摂取の

間に正の関連、男性では歯の本数とビタミン D や魚介類の摂取の間に負の関連がある

ことが明らかになりました。今後は、歯の本数に加えて、入れ歯やインプラントなど

補綴物に関する情報の収集が求められます。補綴物は咀嚼能力を補完・改善する可能

性があり、とくに歯数が 0～19 本の人では栄養摂取との関連に影響を及ぼすと考え

られます。さらに、歯肉の炎症や出血、歯周ポケットなど、歯周疾患の評価を含めた

詳細な口腔内診査を実施することで、より正確な因果関係の解明が期待されます。 
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